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単元名 「育てよう、命を守る力 ～私の防災ストーリー～」 
目指す子供の姿     

 

 

全５０時間 本時３３/５０ 

第１次 災害を“自分ごと”として考えよう (３時間)  

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

命を守る力とは？① 

日本は地震が多い
国だ。 
昨年の１月１日も

能登で大地震が起き
た。 

あの地震は怖か
った。福光でも今
までに体験したこ
とのない強い揺れ
を感じたよ！ 

震災で命を落とす
ことは、家族にとっ
ても本当に悲しい事
だと思った。 

命を守る力は、

いろいろあると思

う。ただ逃げるだ

けでなく、慌てず

安全に逃げたり、

みんなの命を守っ

たりする力だと思

う。 

命を守る力は、

災害への正しい知

識をもつことだと

思う。避難場所や、

避難時に必要な知

識があれば、命を

守る確率が上がる

と思う。 

とにかく災害か

ら命を守りたいと

思うけれど、どん

な力かは、イメー

ジが難しい。 

 自分の行動を振

り返ってみよう。 

伸ばしたい力を考えたり、根拠を調べたりしよう⑤ 

 災害に関する

多くの知識があ

った。これらを知

ることで、命を守

る可能性を高め

ることができる

と思う。 

 安全に逃げる

ためには、まずは

冷静に行動する

ことが大切だと

分かった。災害後

のことを予想す

る力も必要だと

思った。 

【社会科】 

○自然災害を防ぐ 

・我が国で起こる自然災害と国土の自然条件を関連付けて調べる。 

・国や都道府県の防災・減災に向けた対策や事業の役割を理解する。 

み
ん
な
で
「
育
て
た
い
力
」
に
つ
い
て
発
表
し
合
う
。 

【国語科】 

○文章に説得力をもたせるには 

・筋道の通った文章となるように、文章全体の構成や展開を考える。 

○もう一つの物語 

・粘り強く文章全体の構成や展開を考え、学習の見通しをもって物語を書く。 

どのように力を育てていくか計画しよう③ 

 協力する力を

育てていきたい

な。避難する時

や、避難後の避難

所生活でも多く

の人との協力で、

命を守ることが

できそうだよ。 

【道徳】Ⅾ命の尊さ 

○命をかけて守る－山岳警備隊― 

・教材文を読み、自分の命を大切にし、周囲の人と支え合って生きよ

うとする態度を育てる。 

今
の
自
分
自
身
の
姿
か
ら
、
特
に
伸
ば
し
て
い
き
た
い
と
思
う
力
を
決
め
る
。 

グ
ル
ー
プ
や
全
体
で
交
流
し
、
活
動
の
計
画
を
明
確
に
す
る
。 

第２次 命を守るために、育てたい力について考えよう・学習計画を立てよう (１０時間) 

もし、自分の家族

がそうなったらって

考えたら、怖くて、

悲しくて涙が出そう

だった。 

これがもし、本物の地

震だったら、自分の命

は助かっていたかな？ 

自分の命が危なかった

かもしれない。 

今の自分を見つめ直し、自分の力を分析しよう① 

 命を守れた人

は、「津波が来る

かも」や、「火事に

なるかも」と予想

して、素早く逃げ

た人が多い。予想

する力は大切だ

な。 

〈他教科との関連〉 

 

 富山県は地震が少な
いと聴いた事があった
けれど、実際に震度５
以上の地震があるの
で、これから何が起こ
るか分からないね。 

今後３０年以内に
「南海トラフ地震」
が起こる可能性が高
いと聞いた。僕たち
も、地震に備えない
と！ 

地
震
に
つ
い
て
話
し
合
う
。 

地震は怖い。な
ぜならいつ、ど
こで起こるか分
からないから。 

地震はいやだ。
多く命や家など、
大切な物を奪って
しまうから。 

地震は確かに
怖い。でも、怖
がっていても、
防ぐ事ができな
い。 

教
師
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験
を
聴
く  どうせ訓練だから、

揺れないと思うし、慌
てなくていいよ。 

緊
急
地
震
速
報
が
鳴
る
。 

怖い。逃げたくても
身体が動かない。 

 周りに何もない。
急いで机の下に行か
ないと。 

緊
急
地
震
速
報
が
な
っ
た
と
き
の
自
分
の
動
き
を

ビ
デ
オ
で
振
り
返
る
。 

これは訓練？本
物？どっち？どう
すればいいの？ 

 音がなった瞬間、「怖
い！」と感じていも虫
のように丸くなってい
た。でも、それでは避
難できないからだめだ
と思った。 

ぼくたち・私たちで 

命を守る力を育てよう！ 

防災ストーリーを 

はじめよう 

Ａ 

児 

Ｂ 

児 

Ｃ 

児 

 緊急地震速報

が流れたとき、

慌 て て し ま っ

た。友達とぶつ

かってすばやく

避難できなかっ

た。これではだ

めだ。 

Ｂ：「知識」と「備える力」

が大切だと思っていたけれ

ど、「協力する力」も大切だ

と思ったので、⑤に入れた

よ。これからは、①と⑤を特

に育てていきたいな。 

 まず、落ち着い

てにげることが

大切だと思う。そ

のために、落ち着

いて、冷静に避難

するための力を

付けていきたい。 

避難した後も、

避難所や、電気や

水道が止まって

いる環境での生

活は大変だと思

う。その中で必要

な知識を調べて

いきたい。 

 友達の話を聴

き、知識や備える

力が大切だと思

った。自分は家で

の備えは何もし

ていないから、備

える力も付けた

いと思った。 

他の友達の考え

を聞いて、自分

も、予想する力

の大切さが分か

った。みんなで

話し合った力を

伸ばしていきた

いな。 

自分が大切だ

と思った「知識」

や「備える力」の

大切さがみんな

に伝わってよか

ったな。 

これからも頑

張ろう。 

A：私は、備える力を育て

ていきたいと思う。レー

ダーチャートを見ると、

知識も育てる必要があ

ると感じたので、両方を

育てていきたいな。 

Ｃ：みんなで決めた①～④の力以外に、何を伸ばそう

かな。「冷静に避難する力」が必要だと考えていたので、

⑤は「冷静さ」にしようと思う。でも、「冷静さ」って、

どのようにして育てていけばいいのかな？ 

 どうやって協

力する力を高め

ようか。まずは協

力することの大

切さや、協力が必

要な場面につい

て調べていこう。 

 知識は本やイ

ンターネットに

情報はいろいろ

とありそう。で

も、自分がどんな

知識を手に入れ

たいのかまず、は

っきりさせよう。 

 私は、備える

力を伸ばしたい

な。まずは、防災

グッズの使い方

について詳しく

調べて、いつで

も使えるように

したいな。 

 ただ調べるだけ

ではだめだ。実際

に使えるかどうか

が重要だ。簡易ト

イレや非常食を実

際に利用してみる

方が大事だ。 

自分は「備える力」を伸ばすぞ。

そのためにまずは、防災グッズの

使い方を詳しく調べる。次に、実

際に簡易トイレや非常食などを使

ってみて、本当に使えるか確かめ

る。最後に、その経験を生かして、

自分の備えをもっとよくしていく

ぞ。 

自分は、まずは「災害の知識」

を育てるぞ。次に、その知識と冷

静さを結び付けて考えたい。最後

に、防災訓練や友達のとのシミュ

レーションを通して落ち着く方

法を試しながら、冷静に行動でき

るか練習していくぞ。 

自分は「協力する力」を伸ばす

ぞ。まず避難時や避難所生活で、

どんなときに協力が必要かを調

べてみる。次に、友達や家族と助

け合う場面を考えて、どう協力す

るか練習する。最後に、実際にボ

ランティアや協力する体験をし

てみて、その経験を生かすぞ。 

 冷静さを育て

たいと思ったけ

ど、難しい。 

 まずは調べや

すそうな知識と

備える力から始

めてみよう。 

災害から自分の命を守るために必要な知識や情報を身に付け、防災に向けた行動や備えについて理解を深めることができる。さらに、体験的な活動や聴き合い、調査等を通

して得た情報を整理・分析し、自分なりの考えや課題意識をもつことで、生涯にわたって高い防災意識をもち続け、地域や他者と共に行動しようとする。 

 

輪
島
市
で
実
際
に
被
災
さ
れ
た
方
の
体
験
談
を
聞
き
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え

た
こ
と
を
交
流
し
合
う
。 

 実際に被災した

方の話を聞いて驚

いた。水や電気が

ない状態で３日間

も生活できないと

思った。 

 被災された方

は、１日目から、地

域の方々と助け合

っていたと聞い

た。やはり助け合

いが欠かせないと

思った。 

 被災された方の話

を聞いて、やはり冷

静でいることは難し

いなと思った。それ

でもどんな被害が起

きるのか事前に予想

できれば、少しは冷

静でいられるかな。 
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第３次 育てたい力を伸ばそう(３０時間) 

学習計画を基に、なりたい自分に向けて１人学習を進めよう㉚ 

災害に対して「これは

危険かも」と予測する力

が大切だと気付いた。そ

こで、学校や家を見て回

り、地震が起きた時に危

険が予想される場所を

探し、なぜ危険なのか考

えてみよう。 

 防災セットについ

て調べるぞ。必要な物

がたくさんあること

が分かった。でも、全

部の使い方を本当に

分かっているかな？ 

防災ストーリーを製作し、交流しよう⑦ 

活
動
を
通
し
た
自
分
の
成
長
を
振
り
返
る
。 

〈教師の支援〉 

 

「備える力」を中
心に育てたいと考
え、防災セットを
自分で準備した
り、使いこなせる
ようになったりし
たいと願うＡ児 

 自分一人では命を

守りきれないかもし

れない。みんなで助け

合うことが大切だと

感じた。そこで、「災害

ボランティア」につい

て調べてみよう。 

 ボランティアがどん

な活動をしているのか

分かってきた。でも、

活動している人はどん

な思いでやっているの

だろう？そこをもっと

知りたい。 

学校や家には多く

の危険個所があった。

そこで、どんな危険が

予想されるかをクイ

ズにして出し合い、自

分だけでなく、みんな

の思考力も高めるこ

とにした。 

「思考力」を育てた
いと考え、地震が起
きたときに、どう行
動すればいいか予想
し、安全に避難でき
るようになりたいと
願うＣ児 

「協力する力」を育
てようと、災害ボラ
ンティアについて調
べ、自分も将来ボラ
ンティアに行きたい
という願うＢ児 

調べて使い方が分か

ったぞ。でも、他にも必

要な物があるかも。自分

の生活や家族のことを

考えて、必要だと思う物

を加えて、自分の防災セ

ットを作ってみよう。 

みんなに自分の防災セ

ットを見てもらったら、

「重くて避難しづらい」

とアドバイスをもらっ

た。確かに、歩いて避難す

るときには、もっと軽く

しないといけないな。 

 調べやクイズを通して、

避難するまでにはさまざ

まな予想と判断が必要だ

と分かった。特に津波のよ

うな大きな危険では、常に

最悪の事態を想定して動

くことが命を守ることに

つながると感じた。 

校
外
学
習 

四
季
防
災
館
・
防
災
士
の
方
と
の
交
流
（
社
会
科
と
の
関
連
） 

少
人
数
で
の
交
流
又
は
、
全
体
で
の
交
流
（
必
要
に
応
じ
て
） 

 友達から「実際にボラ

ンティアを経験した人に

話を聴けばいいので

は？」とアドバイスをも

らった。よし、ボランテ

ィア経験者にインタビュ

ーしてみよう。 

調べてみると、被災された能

登半島の方へ「手紙を書く」と

いうボランティアがあった。そ

れをやってみると、相手から反

応が返ってきて本当にうれし

かった。ボランティアのよさに

気付き、「協力する力」を高め

ることができたと思う。 

「もしも○○にそうぐうし

たら？」という紙芝居風のク

イズを作り、みんなに出すこ

とができた。思考力と判断力

の関わりや、災害ごとにどん

な行動をすれば伝えること

で、思考力が高まったと思う。 

四季防災館の人にも

見てもらったら、「どれ

も大切だけど、○○はす

ぐには必要ないよ」と教

えてもらった。よし、こ

れで更に軽量化できそ

うだ。 

自分のオリジナル防災セット

が完成した。みんなに紹介した

ら、「自分も作ってみたい」と言

ってくれた。この活動を通し

て、災害に本当に役立つものは

何かを真剣に考え、備える力を

高めることができたぞ。 

 学習を進める中で、思

考力と判断力はセットだ

と気付いた。考えて、そし

て判断する。その力を高

めるためには、実際の場

面を想定して、災害ごと

に適した行動を考えるこ

とが大切だ。 

 防災セットづくりを

通して、「備える力」を高

めることができた。ま

た、調べる活動を通し

て、「知識」も育てたぞ。

この学習で大きく成長

できたと思う。 

 思考力を育てようと思い、色々な災害の場面を予想し

てきた。そして、判断力も大切だと思い、どちらの力も

育てることができた。そんな自分の成長を物語にしてま

とめたいな。 

 ボランティアを通して、

「協力することの大切さ」を

理解でき、「協力する力」を大

きく育てることができた。こ

の力をこれからも生かして、

実際に災害が起きた時、自分

の命だけでなく、誰かの命を

救えるようになりたい。 

【視点① 主体的な学びを支える手立て】 
○ 「もし、今災害が起きたら？」という導入場面での疑似避難体験的活動 

単元の導入で模擬的に緊急地震速報を流し、避難行動を体験・撮影して振り返る。子供はその中で自分の

行動や感情を言語化し、命を守る力の不足や課題に気付き、「どうすれば自分の命を守れるようになるか」と

いう主体的な問いをもつ出発点とする。 

 

○ 「レーダーチャート」による見通しと目標の明確化 

学習冒頭に「命を守る力」を〈判断力・災害への知識・備える力・思考力・助け合い〉等の視点で自己評

価し、レーダーチャートで数値化・可視化して自分の強みと課題を把握し、育てたい力と学習の見通しを明

確にする。終末には同じチャートを別色で再記入し、前後比較で成長と達成感を実感する。 

 

○ 子供の思いや願い、疑問を主体的な学びにつなげる「こんなことできますか」掲示板 

学びの原動力を引き出すため、子供の「やってみたい」「調べたいという」思いを自由に書き、掲示できる

「こんなことできますかカード」を設置する。教師はこれを手掛かりに支援や助言を行う。また、互いの願

いを見合うことで、安心して追究に踏み出せる雰囲気をつくる。 

 

○ 個々の追究を見取り、必要な支援に備える「追究記録シート」の活用 

子供一人一人の追究状況を把握し、必要な支援を共有するために「追究記録シート」を活用する。活動の

様子や思い、支援内容を簡潔に記録し、今後の学習指導の際にＴ．Ｔを行う教師間での継続的支援に生かす。 

 

○ 自分の成長を「防災ストーリー」としてまとめる振り返りの工夫 

学びの終末に、これまでの過程や心の変化を「私の防災ストーリー」として物語化する。自分の問いや挑

戦、変化のきっかけを言葉でたどることで、自分が学習の主人公であったことを実感し、学びの意味を深め、

今後の自分の生き方に生かせるようにする。 

【視点② 協働的な学びを支える手立て】 

○ 協力や相談を促す「協力掲示板」の設置 

  個別に追究を進めつつ、定期的に互いの学びを聴き合う時間を設ける。友達の視点や課題意識に触れることで新た

な発想や視野を広げたり、質問や称賛の言葉を伝え合うことで、今後の追究意欲を高めたりする。 

 

○ 他者の姿や取組から学ぶ力を育てる学習環境の工夫 

フロア内に「相談コーナー」や「やってみよう掲示板」「見て見てコーナー」を設置し、子供同士が自然に声をかけ

合い、助け合える環境を整える。こうした工夫により異なる視点や行動に触れ、他者のよさや課題解決の方法に気付

き、自分の考えを整理・再構築する力を育てる。 

 

○ 学びの跡を振り返ることができる掲示の工夫 

ゲストティーチャーの講話や校外学習での体験、感じたことを記録・掲示して「共通のよりどころ」とする。掲示

物を見ながら話し合うことで共通のイメージや共感が生まれ、対話が深まり、学びを「個から全体へ」広がるように

する。 

 

○ 互いに協働的に学び合うことのできる活動時間の保障 

一人学習に没頭できる時間を確保しつつ、意識的に余白時間を設けて他者の学びに触れる機会を意図的に与えるこ

とで、自発的な協力や新たな視点が生まれ、協働の価値に気付くことができるようにする。 

第４次 活動を振り返り、防災ストーリーにまとめよう(７時間) 

話を聴くと、被災され

た方の力になれたことに

大きなやりがいを感じて

いると分かった。自分も

そのよさや大切さを実感

したい。今の自分にでき

ることはないだろうか。 

終末 

防災グッズ 

マスター 

私は、防災セット作りを通

して、何を入れるか、どこに

置くのかは、一人一人違うこ

とが分かった。また、中身を

使いこなせることが大切だと

分かった。 

この学びを家でも、家族と

一緒に防災について話し合っ

たことで家族の防災意識を高

めることができた。地震が起

きても自分は命を守れるとい

う自信がついた。 

わたしはこの学習で、「思考力」を育てたいと思い、災害が発生した時にどんな危険

があるのかを、たくさん考えてきた。いろいろな危険があるということが調べて分かっ

たし、自分の想像を超える危険が起こることも分かった。だからこそ「常に最悪のこと

を考えて行動する」ということが大切だと思った。 

そういう風に考えることができるようになった自分は、「思考力」が高くなったんじ

ゃないかと思う。しかし、今まで大きな災害を経験していない自分が、本当に災害が起

きたら行動できるのか、ということに対しては分からない。だからこそ、命を守る力は

今後もずっと育てていかなければならないと思った。 

ボランティアの体験をし
て、人のために動くことって
うれしいし、大切だと思った。 
最初は「自分にできるかな」
って不安だったけど、やって
みたら「自分でも人の役に立
てる」って思えた。 
これからも、チャンスがあ

ればボランティアをしてみた
いし、災害が起きたときに
は、自分から動ける人になり
たい。この学習で、自分だけ
でなく、人の命を守れる人に
なりたい。 


